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若狭牛の品質向上と増頭に向けたビタミン B群給与試験（第２報） 

    

稲田恭兵・佐藤智之 1) 

 

１）現 福井県畜産試験場奥越高原牧場 

 

要 約 ビタミン A コントロール技術を用いず，誰でも容易に高品質な若狭牛を生産で

きる飼養管理技術の開発を目的に，脂肪細胞の分化を促進するビタミン B₆，ビオチン（以

下，ビタミン B 群）の給与効果を調査した。本報では，第１報で得たビタミン B 群の給

与量をもとに，ビタミン B 群添加剤（以下，B 群飼料）を農家黒毛和種去勢牛に用いて

調査した 15 か月齢までの結果について報告する。10 か月齢から 15 か月齢までの血清中

ビタミン B 群濃度は，対照区と比較し給与区は有意（p<0.01）に高い値となった。この

ことから，15 か月齢までにおいて，本報の給与量により B 群飼料の効果が検討可能であ

ることが示唆された。 

キーワード：黒毛和種，ビタミンAコントロール，ビタミンB₆，ビオチン 

 

 

諸  言 

 

 我が国における黒毛和種肥育牛の品質評価で

は，枝肉の脂肪交雑が特に重視される。脂肪交

雑を評価する指標として BMS No.があり，枝肉

単価はこの BMS No.に大きく関連している 11)。

したがって，脂肪交雑を向上させる目的で多く

の育種改良や飼養技術の改善が進められてきた。

その中で，肥育中期にビタミン A を制限するこ

とで脂肪交雑を高めるビタミンAコントロール

と呼ばれる技術が普及している。ビタミン A コ

ントロールに関する研究は数多くなされている
10)12)14)。牛において，ビタミン A は脂肪前駆細

胞の分化を抑制するため，これを制限すること

で脂肪交雑が高まるとされている 8)17)。しかし，

過度にビタミンAを断った飼養管理は失明や欠

乏による食欲不振などを引き起こし 2)13)，生産

性が低下するリスクがある。また，ビタミン A

消費量には月齢差，性差，個体差などがあると

考えられ 6)18)，こまめな観察や飼料摂取状況に

応じた細やかな管理が必要となり，作業コスト

の増加にもなる 15)。これらのことから，ビタミ

ンAコントロールの効果は生産者の習熟度が大

きく影響し，新規参入者には非常に難易度の高

い技術である。 

 そこで，牛枝肉の脂肪交雑を高める別の方法

として，ビタミン C や亜鉛などの脂肪細胞の分

化を促進する因子を給与する方法が試みられて

いる 3)9)16)。また、ビタミン B₆およびビオチン

も脂肪細胞の分化に関与していると報告されて

いる 1)5)。それらを肉用牛に用いた給与試験はい

くつか報告されており，脂肪交雑が向上したと

いう結果も散見される 4)7)。しかし，黒毛和種を

用いたビタミンAコントロールを行わない飼養

管理下での試験報告はなく，脂肪交雑への影響

がビタミンAコントロールによるものなのかビ

タミン B₆，ビオチンによるものなのかは明らか

にされていない。そこで，本試験ではビタミン

A コントロールを行わない条件下でビタミン B

₆およびビオチンを同時給与し，その効果を検証

する。本報では，ビタミン B₆およびビオチンの

添加剤（以下、B 群飼料）を農家黒毛和種去勢

牛に用いた調査について，15 か月齢までの結果

を報告する。 

 

材料および方法 

 

１ B 群飼料のバイパス効果の確認  

県内和牛肥育農家１戸の黒毛和種去勢牛を対

照区 4 頭，給与区 4 頭で供試して，10 か月齢か
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ら毎月採血を行った。対照区は農家の通常飼料

給与体系で飼養し，給与区は通常飼料給与体系

に加えて，B 群飼料を第１報の結果をもとに，

１頭につきビタミン B₆（塩酸ピリドキシン）を

1200mg/日，ビオチン（d-ビオチン）を 144mg/

日となるようトップドレスで給与した。（添加剤

製造の都合上，B 群飼料はビタミン B6とビオチ

ンが混合されているため，ビタミン B6の量に合

わせてビオチンもこの値となった。）給与期間は

10 か月齢から出荷までとした。 

採血は頸静脈から血清分離剤入り真空採血管

（ベノジェクトⅡ真空採血管,テルモ株式会社,

東京）を用い，遠心分離（3,000rpm,15℃,15 分）

によって血清を採取した。得られた血清を市販

の分析キット「ビタミン B₆：ID-Vit Vitamin B₆」

（ immundiagnostik AG 社），「ビオチン :ID-Vit 

Biotin」（immundiagnostik AG 社）を用いて測定

した。 

 

結  果 

 

１ B 群飼料のバイパス効果の確認 

 15 か月齢までの結果では，対照区と比較し給

与区の血清ビタミン B₆およびビオチン濃度は

有意（p<0.01）に高い値となった（図 1，2）。 

 

 

図１ 供試牛の血清ビタミンB₆濃度推移 

 

    図２ 供試牛の血清ビオチン濃度推移 

 

考  察 

 

 第一報で得られた給与量の結果から，黒毛和

種去勢牛にビタミン B₆を 1200mg/日，ビオチン

を 144mg/日給与したところ 15 か月齢までの血

清濃度が対照区と比べて有意に高い値となった。

石井らの報告ではビタミン B₆およびビオチン

の併給により血清濃度が増加したとあり 4)，本

報でも 15 か月齢時点までの結果において，ビタ

ミン B₆およびビオチンがともに第一胃をバイ

パスし血中へ移行したと考えられる。このこと

から，今回の給与量により B 群飼料の効果が検

討可能であることが示唆された。 

 引き続き，15 か月齢以降のビタミン B 群濃度

を調査，比較し給与効果と合わせて検討する。 
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Study on Vitamin B Group Supplementation for Improving Quality and Increasing Numbers of 

Wakasa Beef Cattle (the 2nd report) 

 

 

Kyohei INADA and Tomoyuki SATO1) 

Fukui Prefectural Livestock Experiment Station 

1)Okuetsu Highlands Ranch 

 

Abstract 

 

To develop a feeding management technique that enables the production of high-quality Wakasa beef without relying 

on vitamin A control methods, we investigated the effects of administering vitamin B₆ and biotin (hereafter referred to 

as the vitamin B group), which are known to promote adipocyte differentiation. In this report, based on the 

supplementation levels determined in the first report, we evaluated the effects of vitamin B group supplementation in 

Japanese Black steers under commercial farm conditions, focusing on the results obtained up to 15 months of age.  

From 10 to 15 months of age, serum concentrations of vitamin B₆ and biotin in the supplemented group were 

significantly higher (p < 0.01) than those in the control group. These results indicate that the supplementation levels 

used in this study are appropriate for evaluating the effects of vitamin B group feeding up to 15 months of age. 

 

Keywords: Japanese Black, vitamin A control, vitamin B₆, biotin 

 


